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「宝物」の行方 

                                                           

                         屋代高等学校一年  田中 ゆめの 

                                           

山の上 大王見下ろす 条里制水田 

これは、私の住む千曲市の名所が登場する「千曲かるた」の中の一枚である。千曲市屋代の有

明山の中腹には、科野のクニの大王の墓で、東日本最大の前方後円墳である森将軍塚古墳がある。

地元の千曲市森将軍塚古墳館には、邪馬台国の女王卑弥呼が魏の皇帝から授かったといわれる三

角縁神獣鏡の一部が残されており、当時、科野のクニの大王は、卑弥呼と交流できるほど大きな

権力を持っていたらしい。その有明山の麓には、屋代田んぼと呼ばれる一面の田んぼがある。将

軍塚に登ると、屋代田んぼののどかな風景を見渡すことができる。私はそんな将軍塚に登って、

屋代の風景を眺めるのが好きだ。 

雪が解けると、麦の芽や玉ねぎが伸び出して一面が緑になる。四月、私の学校では、伝統行事

のマラソン大会に向けた練習として屋代田んぼの中を走る。私はマラソン大会がとても憂鬱だが、

この時期の屋代田んぼの緑の中を走るのはとても気持ちがよかった。 

五月になると、その麦が実り、まるで金色の絨毯を敷いたみたいにまぶしく輝く。この時期の

屋代田んぼの風景は、私の中では「死ぬまでに見たい世界の絶景」だと思うほど美しい。 

そういえば小学生のとき、この屋代田んぼに玉ねぎを植え、収穫体験をさせてもらったことが

ある。収穫した玉ねぎは赤ちゃんの頭ほどもある立派なものだった。私たちはみんな、友達より

大きい玉ねぎを穫りたくて夢中になった。おかげで帰りのリュックサックはとても重かったが、

「この玉ねぎで何を作ってもらおうかな」と考えながら、宝物のように家へ持ち帰ったのを覚え

ている。 

五月末になると、金色の麦が刈られ、日本一遅いと言われる田植えが行われる。そしてまた屋

代田んぼはやわらかな緑に色づく。班活動のために屋代田んぼのはずれにあるテニスコートに向

かう時、稲が風に吹かれてなびいている様子を見ると、気持ちがいい。 

夏の夜は、カエルの大合唱。勉強をしている私にとってはうるさくて仕方がないのだが、カエ

ルは命を受け継ぐために必死で鳴いているのかもしれないと思うと、守らなければならないもの

だと思う。 

そして秋には稲穂が豊かに実り、頭を垂れる。私も小学校五年生の頃、田植えをして米を育て



て収穫した。田植えも収穫もとても大変だったが、みんなで育てた米で作ったお餅は、大変だっ

た分おいしく感じた。その味は高校生になった今でも忘れられない。 

こうしてふり返ってみると、私は屋代田んぼの豊かな実りのおかげで、豊かな体験をさせても

らったと思う。 

しかし、この屋代田んぼに大型ショッピングモールが建設されるという話があることを新聞記

事で知った。それを知った当初はとてもわくわくした。なぜなら、私はこの春高校生になったの

だが、私の通っている高校は私の家から徒歩一分。周りにあるのは農協とコンビニ一軒。女子高

生といえば、学校が終わってから友達と話題のスイーツのお店を食べ歩きをしたり、服や雑貨な

どを見て歩いたりして楽しむようなイメージがあったからだ。そんな「夢の女子高生ライフ」か

らはほど遠い環境にいる私は、高校の近くに遊ぶ場所があることに少し憧れていたのだ。 

そんなある日の班活動の帰り道、いつものように屋代田んぼの中を自転車で走りながらふと、

「ここにショッピングモールができるのか・・・」と想像してみた。そのとき、いつもと変わら

ない風景との対比に、私は何か違和感を感じたのを覚えている。 

しばらくして、夏休みに友達と家の近くの公園で話していたときのこと。友達に、「この辺ほん

とに何もないよね。もうショッピングモールできてれば良かったのにね」と、言われた。私は返

事ができなかった。そのときは私は、ショッピングモールができてほしい気持ちと、屋代田んぼ

の風景が見られなくなってしまったら寂しいという気持ちが、自分の心の中で複雑に揺れ動いて

いることに気付いた。 

 今年の九月、市議会議員選挙が行われた。今年から十八歳選挙権が導入され、若い世代の心を

つかもうとする地元の候補者が、「地域活性化のためにショッピングモールを誘致します！」と、

選挙カーから大きな声で叫びながら高校の前を通った。それを聞いた私の中に、「若い人のみんな

がみんな、ショッピングモール誘致に賛成すると思わないでほしい」という思いが湧いてきた。

歴史あるものや自然を破壊し、新しいものをつくり、便利さや、物質的な豊かさばかりを求める

ことに、私は疑問を感じた。私は、ショッピングモールより、弥生時代から続き、その豊かな実

りで屋代の人々の生活を支えてきた屋代田んぼの方を、後世に残すべき屋代の貴重な「宝物」だ

と思っている。地域の人はもっと関心を持って話し合うべきではないか。失ったら、もう戻せな

いものなのだから。 

将軍塚の山の上から屋代田んぼを見下ろしている大王様は、屋代田んぼの金色の絨毯がコンク

リートの建物に変わってしまったら、どう思われるのだろうか。 

（長野県千曲市） 
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